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１１１１ ＰＲＴＲＰＲＴＲＰＲＴＲＰＲＴＲ制度制度制度制度のののの概要概要概要概要

●ＰＲＴＲとは？

ＰＲＴＲ（Pollutant Release and Transfer Register：化学物質排出移動量届出制度）とは、有害性

のある多種多様な化学物質が、どこから、どれくらい環境へ排出されたか、あるいは廃棄物に含まれて事

業所の外に運び出されたかというデータを把握し、集計・公表する仕組みです。

ＰＲＴＲ制度は「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律 （以下」

「化管法」という ）に基づき、平成１３年度より本格施行されています。。

●どのような事業所から届出されるのか？

化管法では、製造業や燃料小売業（ガソリンスタンド）などを含む２３の業種を営む事業者に排出量等

の届出が義務付けられています。なお、平成２０年１１月に改正された政令により、平成２２年４月１日

から現行の２３業種に医療業が追加されます。

●どのような化学物質について届出されるのか？

化管法では、人の健康や生態系に有害なおそれのある３５４物質について届出がなされます。

なお、平成２０年１１月に改正された政令により、平成２２年４月１日以降から把握すべき化学物質は

４６２物質となります。

●ＰＲＴＲデータからわかることは？

ＰＲＴＲ制度では、事業者が国へ届出がなされた対象化学物質の年間排出量・移動量の集計値に加え、

家庭、農業、自動車などからの年間排出量の推計値が公表され、次のようなことがわかります。

・全国の事業者が大気、公共用水域、土壌等へ排出している対象化学物質とその量

・全国の事業者が廃棄物として処理するためや下水道への放出によって、事業所の外へ移動している対象

化学物質とその量

・全国の家庭、農業、自動車などから排出される化学物質とその量（推計値）

・対象化学物質別の排出量・移動量

・業種別の排出量・移動量

・都道府県別の排出量・移動量

国は、個別事業所のデータも電子ファイル化し、公表しています。また、国へ開示請求をすることによ

り、個別事業所のデータを入手することもできます。

なお、ＰＲＴＲ制度では環境へ排出された化学物質の名前や年間排出量を把握することはできますが、

排出量だけでは人の健康や生態系にどのような影響を及ぼすかについての判断はできません。人の健康や

生態系への影響については、ＰＲＴＲのデータに加え、化学物質の有害性の程度やその物質が主に環境中

のどこにどれだけ存在しているか、分解・蓄積しやすいかどうかといったさまざまな要因とあわせて考え

ることが必要です。

●ＰＲＴＲ制度に期待される効果は？

化管法では、事業者は化学物質の管理を改善・強化するとともに、化学物質の環境への排出や管理の状

況について積極的に情報開示することが求められています。

これらにより、自主的な排出削減対策の促進及び情報開示によるリスクコミュニケーションの推進が化

学物質による環境負荷の低減につながります。
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２２２２ 排出量排出量排出量排出量・・・・移動量移動量移動量移動量のののの届出状況届出状況届出状況届出状況
徳島県における平成２１年度把握分の排出量及び移動量については、３１５事業所から届出がありました。

なお、届出対象となる３５４物質のうち、１０６物質についての届出がなされました。

業種別及び市町村別の届出状況は表１及び２のとおりです。

業種別に見ると、燃料小売業（主にガソリンスタンド）からの届出が最も多く、次いで一般廃棄物処理

業（ごみ処分業 、化学工業、自動車整備業の順となっています。）

表１ 業種別届出状況 表２ 市町村別届出状況

市町村 届出事業所数
徳島市 108
鳴門市 23
小松島市 14
阿南市 37
吉野川市 20
阿波市 12
美馬市 12
三好市 11
勝浦町 1
上勝町 1
佐那河内村 2
石井町 6
神山町 4
那賀町 5
牟岐町 3
美波町 1
海陽町 1
松茂町 18
北島町 8
藍住町 12
板野町 6
上板町 3
つるぎ町 4
東みよし町 3

合計 315

届 出 事 業 所 数

0
0

食 料 品 製 造 業 2
飲 料 ・ た ば こ ・飼 料 製 造 業 0
酒 類 製 造 業 0
た ば こ 製 造 業 0
繊 維 工 業 2
衣 服 ・ そ の 他 の 繊 維 製 品 製 造 業 0
木 材 ・ 木 製 品 製 造 業 6
家 具 ・ 装 備 品 製 造 業 1
パ ル プ ・紙 ・紙 加 工 品 製 造 業 9
出 版 ・ 印 刷 ・同 関 連 産 業 0
化 学 工 業 1 9
塩 製 造 業 1
医 薬 品 製 造 業 9
農 薬 製 造 業 0
石 油 製 品 ・ 石 炭 製 品 製 造 業 0
プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業 5
ゴ ム 製 品 製 造 業 3
な め し 革 ・ 同 製 品 ・ 毛 皮 製 造 業 0
窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業 2
鉄 鋼 業 2
非 鉄 金 属 製 造 業 0
金 属 製 品 製 造 業 1
一 般 機 械 器 具 製 造 業 3
電 気 機 械 器 具 製 造 業 5
電 子 応 用 装 置 製 造 業 0
電 気 計 測 器 製 造 業 0
輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 0
鉄 道 車 両 ・ 同 部 分 品 製 造 業 0
船 舶 製 造 ・ 修 理 業 、 舶 用 機 関 製 造 業 1
精 密 機 械 器 具 製 造 業 0
医 療 用 機 械 器 具 ・ 医 療 用 品 製 造 業 0
武 器 製 造 業 0
そ の 他 の 製 造 業 0

3
0
0
8
0
0
4
0
6

1 6 7
0
0

1 8
0
0
0

2 9
5
1
3
0

3 1 5

業 種 名

金 属 鉱 業
原 油 ・ 天 然 ガ ス 鉱 業

製 造 業

電 気 業
ガ ス 業
熱 供 給 業
下 水 道 業
鉄 道 業
倉 庫 業
石 油 卸 売 業
鉄 ス ク ラ ッ プ 卸 売 業
自 動 車 卸 売 業
燃 料 小 売 業
洗 濯 業
写 真 業
自 動 車 整 備 業
機 械 修 理 業
商 品 検 査 業
計 量 証 明 業

自 然 科 学 研 究 所
合 　 計

一 般 廃 棄 物 処 理 業 （ ご み 処 分 業 に 限 る 。 ）
産 業 廃 棄 物 処 分 業
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 処 分 業
高 等 教 育 機 関
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３３３３ 集計結果集計結果集計結果集計結果
（１）届出排出量・移動量

ア 徳島県全体の状況

（ア）業種別排出量・移動量

業種別の排出量及び移動量は、図１のとおりです。

排出量では、パルプ・紙・紙加工品製造業（２０３ｔ）が最も多く、次いで木材・木製品製造業

（７７ｔ 、化学工業（４８ｔ）となっています。）

また、移動量では、化学工業（９８２ｔ）が最も多く、次いで鉄鋼業（９１ｔ 、プラスチック製）

品製造業及び電気機械器具製造業（８２ｔ）となっています。

図１ 業種別排出量・移動量

注１ 「化学工業」は 「塩製造業」及び「医薬品製造業」を含む。） 、

注２ 「産業廃棄物処分業」は 「特別管理産業廃棄物処分業」を含む。） 、

8.48.48.48.4

82828282

91919191

82828282

0000

45454545

203203203203

0000

0.0030.0030.0030.003

8.58.58.58.5

0000

0000

2.32.32.32.3

6.46.46.46.4

0.010.010.010.01

0.140.140.140.14

0000

0000

31313131

8.98.98.98.9

0000

0000

982982982982

50505050

0.240.240.240.24

1.21.21.21.2

4.54.54.54.5

48484848

3.93.93.93.9

31313131

0.0220.0220.0220.022

0.090.090.090.09

8.08.08.08.0

0000

1.11.11.11.1

0.60.60.60.6

1.651.651.651.65

8.98.98.98.9

5.85.85.85.8

6.76.76.76.7

8.48.48.48.4

18181818

19191919

77777777

22222222

0000

0000 100100100100 200200200200 300300300300 400400400400 500500500500 600600600600 700700700700 800800800800 900900900900 1000100010001000

高等教育機関高等教育機関高等教育機関高等教育機関

産業廃棄物処分業産業廃棄物処分業産業廃棄物処分業産業廃棄物処分業

一般廃棄物処理業一般廃棄物処理業一般廃棄物処理業一般廃棄物処理業（（（（ごみごみごみごみ処分業処分業処分業処分業にににに限限限限るるるる））））

自動車整備業自動車整備業自動車整備業自動車整備業

燃料小売業燃料小売業燃料小売業燃料小売業

自動車卸売業自動車卸売業自動車卸売業自動車卸売業

石油卸売業石油卸売業石油卸売業石油卸売業

下水道業下水道業下水道業下水道業

電気業電気業電気業電気業

船舶製造船舶製造船舶製造船舶製造・・・・修理業修理業修理業修理業、、、、舶用機関製造業舶用機関製造業舶用機関製造業舶用機関製造業

電気機械器具製造業電気機械器具製造業電気機械器具製造業電気機械器具製造業

一般機械器具製造業一般機械器具製造業一般機械器具製造業一般機械器具製造業

金属製品製造業金属製品製造業金属製品製造業金属製品製造業

鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業

窯業窯業窯業窯業・・・・土石製品製造業土石製品製造業土石製品製造業土石製品製造業

ゴムゴムゴムゴム製品製造業製品製造業製品製造業製品製造業

プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック製品製造業製品製造業製品製造業製品製造業

化学工業化学工業化学工業化学工業

パルプ・パルプ・パルプ・パルプ・紙紙紙紙・・・・紙加工品製造業紙加工品製造業紙加工品製造業紙加工品製造業

家具家具家具家具・・・・装備品製造業装備品製造業装備品製造業装備品製造業

木材木材木材木材・・・・木製品製造業木製品製造業木製品製造業木製品製造業

繊維工業繊維工業繊維工業繊維工業

食料品製造業食料品製造業食料品製造業食料品製造業

排出量排出量排出量排出量・・・・移動量移動量移動量移動量（（（（t/t/t/t/年年年年））））

排出量合計排出量合計排出量合計排出量合計

移動量合計移動量合計移動量合計移動量合計
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（イ）排出量・移動量の媒体別割合

， 。徳島県内の事業所から届出のあった排出量及び移動量はそれぞれ５１４ｔ及び１ ３５２ｔでした

その内訳は、次のとおりです。

排出量の内訳

・大気への排出 ４７８ｔ

・公共用水域への排出 ３６ｔ

・土壌への排出 ０ｔ

・事業所における埋立処分 ０ｔ

移動量の内訳

・事業所外への移動（廃棄物移動） １，３５２ｔ

・下水道への移動 ０．０８３ｔ

図２ 届出排出量・移動量の媒体別割合

大気大気大気大気へのへのへのへの排出排出排出排出
25.6%25.6%25.6%25.6%

土壌土壌土壌土壌へのへのへのへの排出排出排出排出
0%0%0%0%

公共用水域公共用水域公共用水域公共用水域へのへのへのへの
排出排出排出排出
1.9%1.9%1.9%1.9%

下水道下水道下水道下水道へのへのへのへの移動移動移動移動
0.004%0.004%0.004%0.004%

事業所外事業所外事業所外事業所外へのへのへのへの
移動移動移動移動

(廃棄物移動)(廃棄物移動)(廃棄物移動)(廃棄物移動)
72.5%72.5%72.5%72.5%

排出量排出量排出量排出量・・・・移動量移動量移動量移動量
合計合計合計合計

1,866ｔ/1,866ｔ/1,866ｔ/1,866ｔ/年年年年

排出量排出量排出量排出量
27.5％27.5％27.5％27.5％

移動量移動量移動量移動量
72.5％72.5％72.5％72.5％

事業所内事業所内事業所内事業所内におけるにおけるにおけるにおける
埋立処分埋立処分埋立処分埋立処分

0%0%0%0%
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（ウ）届出排出量・移動量が多い物質

届出排出量・移動量が多い上位１０物質の合計は１，５６５ｔで、全物質合計の８４％に当たります。

当該１０物質については次のとおりです。

表３ 届出排出量・移動量の多い物質

注）物質合計値については、届出データの合計値を四捨五入により端数処理をして整数表示しているため、

各欄を合計した数値とは異なる場合があります。

図３ 届出排出量・移動量上位１０物質とその量

順位 物質名称
排出量+移動量

（t/年）
構成比

1 ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 658 35%
2 トルエン 331 18%
3 クロム及び三価クロム化合物 90 4.8%
4 １，２－ジクロロエタン 78 4.2%
5 二硫化炭素 73 3.9%
6 エチレングリコール 72 3.9%
7 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド 71 3.8%
8 フタル酸ビス（２－エチルヘキシル） 69 3.7%
9 キシレン 62 3.3%

10 マンガン及びその化合物 61 3.3%
1,565 84%
1,866 100%

10物質合計
全物質合計

172172172172

532532532532

1.41.41.41.4

8.38.38.38.3

55555555

7.77.77.77.7

0.60.60.60.6

73737373

9999

0.30.30.30.3

160160160160

126126126126

90909090

69696969

63636363

68686868

52525252

71717171

6.86.86.86.8

0000 100100100100 200200200200 300300300300 400400400400 500500500500 600600600600 700700700700

マンガンマンガンマンガンマンガン及及及及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物

キシレンキシレンキシレンキシレン

ﾌﾀﾙﾌﾀﾙﾌﾀﾙﾌﾀﾙ酸酸酸酸ﾋﾞｽﾋﾞｽﾋﾞｽﾋﾞｽ（（（（２２２２－－－－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙｴﾁﾙﾍｷｼﾙｴﾁﾙﾍｷｼﾙｴﾁﾙﾍｷｼﾙ））））

Ｎ，Ｎ－Ｎ，Ｎ－Ｎ，Ｎ－Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミドジメチルホルムアミドジメチルホルムアミドジメチルホルムアミド

エチレングリコールエチレングリコールエチレングリコールエチレングリコール

二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素

１１１１，，，，２２２２－－－－ジクロロエタンジクロロエタンジクロロエタンジクロロエタン

クロムクロムクロムクロム及及及及びびびび三価三価三価三価クロムクロムクロムクロム化合物化合物化合物化合物

トルエントルエントルエントルエン

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ（（（（別名塩化別名塩化別名塩化別名塩化ﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝ））））

t/t/t/t/年年年年

排出量排出量排出量排出量

移動量移動量移動量移動量

0.10.10.10.1
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（エ）届出排出量が多い物質

届出排出量が多い上位１０物質の合計は４８２ｔで、全物質合計の９４％に当たります。

当該１０物質については次のとおりです。

表４ 届出排出量の多い物質

注）物質合計値については、届出データの合計値を四捨五入により端数処理をして整数表示しているため、

各欄を合計した数値とは異なる場合があります。

図４ 届出排出量上位１０物質とその量

順位 物質名称
排出量
（t/年）

構成比

1 トルエン 160 31.1%
2 ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 126 24.5%
3 二硫化炭素 73 14.2%
4 キシレン 55 10.7%
5 ほう素及びその化合物 20 3.9%
6 エチルベンゼン 12 2.3%
7 クロロホルム 11 2.1%
8 １，２－ジクロロエタン 9 1.8%
9 マンガン及びその化合物 8.3 1.6%

10 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド 7.7 1.5%
482 94%
514 100%

10物質合計
全物質合計

160160160160

126126126126

73737373

55555555

20202020

12121212

11111111

8.38.38.38.3

7.77.77.77.7

9999

0000 50505050 100100100100 150150150150 200200200200

N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

マンガンマンガンマンガンマンガン及及及及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物

１１１１，，，，２２２２－－－－ジクロロエタンジクロロエタンジクロロエタンジクロロエタン

クロロホルムクロロホルムクロロホルムクロロホルム

エチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼン

ほうほうほうほう素及素及素及素及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物

キシレンキシレンキシレンキシレン

二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ（（（（別名塩化別名塩化別名塩化別名塩化ﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝ））））

トルエントルエントルエントルエン

t/t/t/t/年年年年
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（オ）大気への排出量が多い物質

大気への排出量が多い上位１０物質の合計は４５７ｔで、全物質合計の９６％に当たります。

当該１０物質については次のとおりです。

表５ 大気排出量の多い物質

注）物質合計値については、届出データの合計値を四捨五入により端数処理をして整数表示しているため、

各欄を合計した数値とは異なる場合があります。

図５ 大気排出量上位１０物質とその量

順位 物質名称
大気排出量

（t/年）
構成比

1 トルエン 160 33%
2 ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 126 26%
3 二硫化炭素 70 15%
4 キシレン 55 12%
5 エチルベンゼン 12 2.5%
6 クロロホルム 11 2.3%
7 １，２－ジクロロエタン 8.9 1.9%
8 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド 7.6 1.6%
9 ホルムアルデヒド 3.9 0.8%

10 1,1-ジクロロエチレン（別名塩化ビニリデン） 3.4 0.7%
457 96%
478 100%

10物質合計
全物質合計

160160160160

126126126126

70707070

55555555

12121212

11111111

8.98.98.98.9

3.93.93.93.9

3.43.43.43.4

7.67.67.67.6

0000 50505050 100100100100 150150150150 200200200200

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ         1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ         1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ         1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ         
（（（（別名塩化別名塩化別名塩化別名塩化ﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝ））））

ホルムアルデヒドホルムアルデヒドホルムアルデヒドホルムアルデヒド

N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

１１１１，，，，２２２２－－－－ジクロロエタンジクロロエタンジクロロエタンジクロロエタン

クロロホルムクロロホルムクロロホルムクロロホルム

エチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼン

キシレンキシレンキシレンキシレン

二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化別名塩化別名塩化別名塩化ﾒﾁﾚﾝ)ﾒﾁﾚﾝ)ﾒﾁﾚﾝ)ﾒﾁﾚﾝ)

トルエントルエントルエントルエン

t/t/t/t/年年年年
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（カ）公共用水域への排出量が多い物質

、 。公共用水域への排出量が多い上位１０物質の合計は３４ｔで 全物質合計の９４％に当たります

当該１０物質については次のとおりです。

表６ 公共用水域排出量の多い物質

注）物質合計値については、届出データの合計値を四捨五入により端数処理をして整数表示しているため、

各欄を合計した数値とは異なる場合があります。

図６ 公共用水域排出量上位１０物質とその量

順位 物質名称
公共用水域排出量

（t/年）
構成比

1 ほう素及びその化合物 19 53%
2 マンガン及びその化合物 5.5 15%
3 ふっ化水素及びその水溶性塩 2.7 7.5%
4 二硫化炭素 2.6 7.2%
5 アクリル酸 0.96 2.7%

6
ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ（ｱﾙｷﾙ基の炭素
数が12から15までのもの及びその混合物に
限る。）

0.87 2.4%

7 コバルト及びその化合物 0.71 2.0%
8 亜鉛の水溶性化合物 0.59 1.6%
9 ニッケル化合物 0.37 1.0%

10 エチレングリコール 0.32 0.9%
34 94%
36 100%

10物質合計
全物質合計

0.590.590.590.59

0.320.320.320.32

0.370.370.370.37

0.710.710.710.71

0.870.870.870.87

0.960.960.960.96

2.62.62.62.6

2.72.72.72.7

5.55.55.55.5
19191919

0000 2222 4444 6666 8888 10101010 12121212 14141414 16161616 18181818 20202020

エチレングリコールエチレングリコールエチレングリコールエチレングリコール

ニッケルニッケルニッケルニッケル化合物化合物化合物化合物

亜鉛亜鉛亜鉛亜鉛のののの水溶性化合物水溶性化合物水溶性化合物水溶性化合物

コバルトコバルトコバルトコバルト及及及及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物

ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ(C12ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ(C12ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ(C12ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ(C12～15)～15)～15)～15)

アクリルアクリルアクリルアクリル酸酸酸酸

二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素

ふっふっふっふっ化水素及化水素及化水素及化水素及びそのびそのびそのびその水溶性塩水溶性塩水溶性塩水溶性塩

マンガンマンガンマンガンマンガン及及及及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物

ほうほうほうほう素及素及素及素及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物

t/t/t/t/年年年年
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（キ）事業所外への移動量（廃棄物移動量）が多い物質

事業所外への移動量（廃棄物移動量）が多い上位１０物質の合計は１，２０３ｔで、全物質合計

の８９％に当たります。

当該１０物質については次のとおりです。

表７ 事業所外への移動量（廃棄物移動量）の多い物質

注）物質合計値については、届出データの合計値を四捨五入により端数処理をして整数表示しているため、

各欄を合計した数値とは異なる場合があります。

図７ 廃棄物移動量上位１０物質とその量

順位 物質名称
廃棄物移動量

（t/年）
構成比

1 ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 532 39%
2 トルエン 172 13%
3 クロム及び三価クロム化合物 90 6.7%
4 エチレングリコール 71 5.3%
5 １，２－ジクロロエタン 69 5.1%
6 フタル酸ビス（２－エチルヘキシル） 68 5.0%
7 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド 63 4.7%
8 マンガン及びその化合物 52 3.9%
9 １，４－ジオキサン 46 3.4%

10 アセトニトリル 40 2.9%
1,203 89%
1,352 100%

10物質合計
全物質合計

532532532532

172172172172

90909090

71717171

69696969

68686868

63636363

46464646

40404040

52525252

0000 100100100100 200200200200 300300300300 400400400400 500500500500

アセ トニ トリルアセ トニ トリルアセ トニ トリルアセ トニ トリル

１１１１，，，， ４４４４－－－－ ジオキサンジオキサンジオキサンジオキサン

マンガ ンマンガ ンマンガ ンマンガ ン 及及及及 びそのびそのびそのびその 化合物化合物化合物化合物

N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑ ｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑ ｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑ ｱﾐﾄﾞN,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑ ｱﾐﾄﾞ

ﾌﾀ ﾙﾌﾀ ﾙﾌﾀ ﾙﾌﾀ ﾙ 酸酸酸酸 ﾋﾞｽﾋﾞｽﾋﾞｽﾋﾞｽ（（（（２２２２ －－－－ ｴﾁﾙ ﾍｷｼﾙｴﾁﾙ ﾍｷｼﾙｴﾁﾙ ﾍｷｼﾙｴﾁﾙ ﾍｷｼﾙ ））））

１１１１，，，， ２２２２ －－－－ ジクロロエタンジクロロエタンジクロロエタンジクロロエタン

エチ レ ングリコールエチ レ ングリコールエチ レ ングリコールエチ レ ングリコール

クロムクロムクロムクロム 及及及及 びびびび三価三価三価三価 クロムクロムクロムクロム 化合物化合物化合物化合物

トルエントルエントルエントルエン

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ（（（（別名塩化別名塩化別名塩化別名塩化 ﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝ））））

t/t/t/t/年年年年
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（ク）特定第一種指定化学物質の排出量・移動量

３５４種類の第一種指定化学物質のうち、人に対して発がん性のある１２物質は「特定第一種指

定化学物質」に指定されています。第一種指定化学物質は、年間１ｔ以上の取扱いがあれば届出の

必要があるのに対し、特定第一種指定化学物質については、年間０．５ｔ以上の取扱いがあれば届

出が必要になります。

特定第一種指定化学物質の排出量・移動量については、次のとおりです。

表８ 特定第一種指定化学物質の排出量・移動量

注）届出のあった物質についてのみ表示している。

(単位：kg/年、ダイオキシン類はmg-TEQ/年)

大気
公共用
水域

土壌 埋立 合計 廃棄物 下水道 合計

石綿 0 0 0 0 0 2,310 0 2,310 2,310

エチレンオキシド 595 0 0 0 595 1 0 1 596

カドミウム及びその化合物 0 2 0 0 2 0 0 0 2

六価クロム化合物 14 17 0 0 31 19 0 19 50

クロロエチレン（別名塩化ビニル） 78 0 0 0 78 0 0 0 78

ダイオキシン類 1,062 10 0 32 1,104 15,167 0 15,167 16,270

ニッケル化合物 4 370 0 0 374 6,747 0 6,747 7,121

砒素及びその無機化合物 0 3 0 0 3 9,700 0 9,700 9,703

ベンゼン 1,972 3 0 0 1,975 14,000 0 14,000 15,975

物質名称
排出量 移動量 排出量

・移動
量
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（ケ）届出排出量等の推移

届出排出量等の経年変化は、次の図のとおりです。

平成２１年度は前年度と比較して、届出事業所数は増加、排出量及び移動量は減少しています。

なお、排出量・移動量の増減が大きい業種は、鉄鋼業（移動量前年度比３７０ｔ減 、パルプ・）

紙・紙加工品製造業（排出量前年度比７３ｔ減）です。

図８ 届出排出量等の経年変化

注１）平成１５年度把握分から取扱量に係る届出要件が５ｔから１ｔに引き下げられたことから、

届出事業所数が大幅に増加しています。

注２）平成１３年度から２０年度のデータについては、昨年度の公表後に変更があった届出内容を

反映しています。
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イ 地域別の状況

（ア）地域別排出量・移動量

徳島県を東部、南部及び西部の３地域に区分して、届出排出量・移動量を集計した結果は次のとお

りです。

表９ 地域区分と地域別届出排出量

図９ 排出量の地域別割合 図１０ 移動量の地域別割合

図１１ 届出事業所数の地域別割合

地域 南部 西部
排出量(t/年) 57 9.9
移動量(t/年) 177 2.4
届出事業所数 47 30

徳島市 鳴門市 阿南市 美馬市
小松島市 吉野川市 那賀町 三好市
阿波市 勝浦町 美波町 つるぎ町
上勝町 佐那河内村 牟岐町 東みよし町
石井町 神山町 海陽町

松茂町 北島町
藍住町 板野町
上板町

該当市町村

東部
447

1,173
238

東部東部東部東部
87%87%87%87%

南部南部南部南部
11%11%11%11%

西部西部西部西部
2%2%2%2%

合計合計合計合計
514ｔ/514ｔ/514ｔ/514ｔ/年年年年

東部東部東部東部
87%87%87%87%

南部南部南部南部
13%13%13%13%

西部西部西部西部
0.18%0.18%0.18%0.18%

合計合計合計合計
1,352ｔ/1,352ｔ/1,352ｔ/1,352ｔ/年年年年

東部東部東部東部
75%75%75%75%

南部南部南部南部
15%15%15%15%

西部西部西部西部
10%10%10%10%

合計合計合計合計
315事業所315事業所315事業所315事業所
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（イ）排出量の多い物質

地域別の届出排出量上位物質については、次のとおりです。

図１２ 東部 図１３ 南部

図１４ 西部

そのそのそのその他他他他
12.3%12.3%12.3%12.3%

エチルエチルエチルエチル
ベンゼンベンゼンベンゼンベンゼン

2.5%2.5%2.5%2.5%

合計合計合計合計
　447 ｔ/　447 ｔ/　447 ｔ/　447 ｔ/年年年年

ジクロロメタンジクロロメタンジクロロメタンジクロロメタン
（（（（別名塩化別名塩化別名塩化別名塩化ﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝﾒﾁﾚﾝ））））

28.2%28.2%28.2%28.2%

キシレンキシレンキシレンキシレン
11.9%11.9%11.9%11.9%

二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素二硫化炭素
16.3%16.3%16.3%16.3%

トルエントルエントルエントルエン
28.9%28.9%28.9%28.9%

そのそのそのその他他他他
10.5%10.5%10.5%10.5%

合計合計合計合計
　57 ｔ/　57 ｔ/　57 ｔ/　57 ｔ/年年年年

ほうほうほうほう素及素及素及素及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物
28.1%28.1%28.1%28.1%

クロロホルムクロロホルムクロロホルムクロロホルム
12.3%12.3%12.3%12.3%

ﾏﾝｶﾞﾝﾏﾝｶﾞﾝﾏﾝｶﾞﾝﾏﾝｶﾞﾝ及及及及びそびそびそびそ
のののの化合物化合物化合物化合物

8.8%8.8%8.8%8.8%

2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ
3.5%3.5%3.5%3.5%

トルエントルエントルエントルエン
36.8%36.8%36.8%36.8%

そのそのそのその他他他他
1.3%1.3%1.3%1.3%

合計合計合計合計
9.9t/9.9t/9.9t/9.9t/年年年年

トルエントルエントルエントルエン
97%97%97%97%

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ
0.4%0.4%0.4%0.4%

ほうほうほうほう素及素及素及素及びびびび
そのそのそのその化合物化合物化合物化合物

0.4%0.4%0.4%0.4%

ベンゼンベンゼンベンゼンベンゼン
0.6%0.6%0.6%0.6%

キシレンキシレンキシレンキシレン
0.4%0.4%0.4%0.4%
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（２）届出外排出量

ア 届出外排出量の内訳

経済産業省及び環境省が推計を行った徳島県における、平成２１年度の届出外排出量の合計は、

２，６９１ｔでした。

届出外排出量とは、対象業種を営む裾切り以下の事業者（従業員が２１人未満または対象化学物質の

年間取扱量が規定量以下）からの排出量、非対象業種からの排出量、家庭からの排出量及び自動車等の

移動体からの排出量です。

内訳は次のとおりです。

届出外排出量の内訳

・対象業種を営む裾切り以下の事業者※からの排出量 ３７５ｔ

（※グラフでは「対象業種（届出要件未満 」と表記）

・非対象業種からの排出量 ９４０ｔ

・家庭からの排出量 ６８９ｔ

・移動体からの排出量 ６８７ｔ

図１５ 届出外排出量の内訳

届出外排出量合計届出外排出量合計届出外排出量合計届出外排出量合計
2,691t/2,691t/2,691t/2,691t/年年年年

対象業種対象業種対象業種対象業種
（（（（届出要件届出要件届出要件届出要件
未満未満未満未満））））※※※※

14%14%14%14%

非対象業種非対象業種非対象業種非対象業種
35%35%35%35%

移動体移動体移動体移動体
26%26%26%26%

家庭家庭家庭家庭
26%26%26%26%
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イ 届出外排出量が多い物質

届出外排出量が多い上位１０物質の合計は２，１７５ｔで、全物質合計の８１％に当たります。

当該１０物質については次のとおりです。

表１０ 届出外排出量の多い物質

注）物質合計値については、届出データの合計値を四捨五入により端数処理をして整数表示しているため、

各欄を合計した数値とは異なる場合があります。

図１６ 届出外排出量上位１０物質とその量

順位 物質名称
届出外排出量

（t/年）
構成比

1
ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル
（アルキル基の炭素数が１２から１５までのもの及
びその混合物に限る。）

421 16%

2 トルエン 386 14%

3 キシレン 323 12%

4 トリクロロニトロメタン（別名クロロピクリン） 246 9.1%

5 １，３－ジクロロプロペン（別名Ｄ―Ｄ） 216 8.0%

6
直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩
（アルキル基の炭素数が１０から１４までのもの及
びその混合物に限る。）

196 7.3%

7 ｐ－ジクロロベンゼン 102 3.8%

8 ほう素及びその化合物 100 3.7%

9 クロロジフルオロメタン（別名ＨＣＦＣ―２２） 95 3.5%

10 ベンゼン 90 3.3%

2,175 81%

2,691 100%

10物質合計

全物質合計

27272727

100100100100

48484848

56565656

64646464

216216216216

246246246246

106106106106

56565656

73737373

102102102102

169169169169

347347347347

75757575

164164164164

272272272272

1111

1111

3.93.93.93.9

13131313

0.040.040.040.04

23232323

0.20.20.20.2

0.40.40.40.4
5555

0.0040.0040.0040.004

1.91.91.91.9

4.44.44.44.4

0000 50505050 100100100100 150150150150 200200200200 250250250250 300300300300 350350350350 400400400400 450450450450

ベンゼンベンゼンベンゼンベンゼン

クロロジフルオロメタンクロロジフルオロメタンクロロジフルオロメタンクロロジフルオロメタン（（（（別名別名別名別名ＨＣＦＣＨＣＦＣＨＣＦＣＨＣＦＣ―２２―２２―２２―２２））））

ほうほうほうほう素及素及素及素及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物

ｐ－ｐ－ｐ－ｐ－ジクロロベンゼンジクロロベンゼンジクロロベンゼンジクロロベンゼン

直鎖直鎖直鎖直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及酸及酸及酸及びそのびそのびそのびその塩(塩(塩(塩(C10C10C10C10～14)～14)～14)～14)

１１１１，，，，３３３３－－－－ジクロロプロペンジクロロプロペンジクロロプロペンジクロロプロペン（（（（別名別名別名別名ＤＤＤＤ――――Ｄ）Ｄ）Ｄ）Ｄ）

トリクロロニトロメタントリクロロニトロメタントリクロロニトロメタントリクロロニトロメタン（（（（別名別名別名別名クロロピクリンクロロピクリンクロロピクリンクロロピクリン））））

キシレンキシレンキシレンキシレン

トルエントルエントルエントルエン

ﾎ゚ﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴ ﾃーﾙ(C12ﾎ゚ ﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴ ﾃーﾙ(C12ﾎ゚ ﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴ ﾃーﾙ(C12ﾎ゚ ﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴ ﾃーﾙ(C12～15)～15)～15)～15)

排出量排出量排出量排出量（（（（t/t/t/t/年年年年））））

対象業種対象業種対象業種対象業種（（（（届出要件未満届出要件未満届出要件未満届出要件未満））））

非対象業種非対象業種非対象業種非対象業種

家庭家庭家庭家庭

移動体移動体移動体移動体
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（３）届出排出量と届出外排出量の合計

ア 届出排出量と届出外排出量の割合

事業者から届出があった排出量（届出排出量）と国が推計を行った届出外排出量の合計は、

３，２０５ｔでした。

図１７ 届出排出量と届出外排出量の割合

届出排出量と届出外排出量の合計

３，２０５ｔ／年

届出排出量届出排出量届出排出量届出排出量
（514（514（514（514 t/t/t/t/年年年年））））

16%16%16%16%
移動体移動体移動体移動体

(687t/(687t/(687t/(687t/年)年)年)年)
21%21%21%21%

家庭家庭家庭家庭
(689t/(689t/(689t/(689t/年)年)年)年)

21%21%21%21%

非対象業種非対象業種非対象業種非対象業種
(940t/(940t/(940t/(940t/年)年)年)年)

30%30%30%30%

届出外排出量届出外排出量届出外排出量届出外排出量
（2,691（2 ,691（2 ,691（2 ,691 t/t/t/t/年年年年））））

84%84%84%84%

対象業種対象業種対象業種対象業種
（（（（届出要件未満届出要件未満届出要件未満届出要件未満））））

(375t/(375t/(375t/(375t/年)年)年)年)
12%12%12%12%
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イ 届出排出量と届出外排出量の合計量が多い物質

届出排出量と届出外排出量の合計量が多い上位１０物質の合計は２，４５３ｔで、全物質合計の

７７％に当たります。

当該１０物質については次のとおりです。

表１１ 届出排出量と届出外排出量の合計量が多い物質

注）物質合計値については、届出データの合計値を四捨五入により端数処理をして整数表示しているため、

各欄を合計した数値とは異なる場合があります。

図１８ 届出排出量と届出外排出量の合計量上位１０物質とその量

順位 物質名称
届出排出量と届出
外排出量の合計

（t/年）
構成比

1 トルエン 546 17%

2
ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル
（アルキル基の炭素数が１２から１５までのもの及
びその混合物に限る。）

422 13%

3 キシレン 378 12%

4 トリクロロニトロメタン（別名クロロピクリン） 246 7.7%

5 １，３－ジクロロプロペン（別名Ｄ―Ｄ） 216 6.7%

6
直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩
（アルキル基の炭素数が１０から１４までのもの及
びその混合物に限る。）

196 6.1%

7 ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 130 4.1%

8 ほう素及びその化合物 120 3.7%

9 ｐ－ジクロロベンゼン 102 3.2%

10 クロロジフルオロメタン（別名ＨＣＦＣ―２２） 97 3.0%

2,453 77%

3,205 100%

10物質合計

全物質合計

126126126126

55555555

160160160160

95959595

102102102102

100100100100

196196196196

216216216216

246246246246

323323323323

421421421421

386386386386

20202020

1.81.81.81.8

0.90.90.90.9

4.44.44.44.4

0000 100100100100 200200200200 300300300300 400400400400 500500500500 600600600600

クロロジフルオロメタンクロロジフルオロメタンクロロジフルオロメタンクロロジフルオロメタン（（（（別名別名別名別名ＨＣＦＣＨＣＦＣＨＣＦＣＨＣＦＣ―２２―２２―２２―２２））））

ｐ－ｐ－ｐ－ｐ－ジクロロベンゼンジクロロベンゼンジクロロベンゼンジクロロベンゼン

ほうほうほうほう素及素及素及素及びそのびそのびそのびその化合物化合物化合物化合物

ジクロロメタンジクロロメタンジクロロメタンジクロロメタン（（（（別名塩化別名塩化別名塩化別名塩化メチレンメチレンメチレンメチレン））））

直鎖直鎖直鎖直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及酸及酸及酸及びそのびそのびそのびその塩(塩(塩(塩(C10C10C10C10～14)～14)～14)～14)

１１１１，，，，３３３３－－－－ジクロロプロペンジクロロプロペンジクロロプロペンジクロロプロペン（（（（別名別名別名別名ＤＤＤＤ――――Ｄ）Ｄ）Ｄ）Ｄ）

トリクロロニトロメタントリクロロニトロメタントリクロロニトロメタントリクロロニトロメタン（（（（別名別名別名別名クロロピクリンクロロピクリンクロロピクリンクロロピクリン））））

キシレンキシレンキシレンキシレン

ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ(C12ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ(C12ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ(C12ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ(C12～15)～15)～15)～15)

トルエントルエントルエントルエン

届出排出量届出排出量届出排出量届出排出量

届出外排出量届出外排出量届出外排出量届出外排出量

排出量排出量排出量排出量（（（（t/t/t/t/年年年年））））


